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ビーマップの事業領域
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ビーマップの事業領域

ビーマップの事業ドメインは

多種多様なモバイル端末へのコンテンツサプライを可能にする
ソフトとサービスの提供

Best Mobile Application Producer
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ビーマップの事業領域

ビーマップのビジネス機会・事業ドメイン

多種多様なモバイル端末へのコンテンツサプライを
可能にするソフトとサービスの提供

BeMap事業ドメインBeMap事業ドメイン

コンテンツ
配信インフラ

コンテンツ
配信インフラ

アプリケーション

近距離通信系（赤外通信等）

無線LAN系

携帯電話系

インターネット系

業務系・LAN系

コンテンツ配信インフラ
コンテンツ配信課金

企画開発・運用
ライセンス提供

モバイル端末ネットワーク／
コンテンツ

ターゲットターゲットビジネス機会ビジネス機会



BeMap Confidential Proprietary 5

ビーマップの事業領域

ビジネス環境の展望と上半期アクション

赤外を活用した新しいサービスの登場、それをPCIと提携してパッケージ化

アメリカにおいてVoIP技術特許を保有する米アクセリス社とライセンス提携

赤外通信
業務パッケージ

サービス

米アクセリス社
とのVoIP技術
ライセンス提携 通信・ネットワーク環境の進化

既存の通信・ネットワーク環境

LAN
業務系

システム

既存無線端末

その他・・・

システム統合／
インターフェース

通信コスト

インターネット

インフラ・プロトコル
モバイルを利用した業務用
パッケージニーズの増加

通信端末
上半期主要

トピック

通信網のIP化
（VoIP等）

マルチ通信環境による
ハイブリッド化

（ＰＤＣ、ＣＤＭＡ、赤外、無
線ＬＡＮ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ）

短距離無線通信技術
による新サービス

一部無線通信の
固定料金化

（PHS等）

用途・ニーズ
（赤外利用の決済、電子財布など）

ビジネス環境の展望
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【インフラ系/キャリア系】

対象顧客・サービス

通
信

手
段

【
既

存
⇒

新
規

】

【インターネット系】

【携帯電話系】

【短距離無線系】

（NEW）　　　

【業務系・LAN系】

【業務ソリューション系】 【コンシュマー系】

トラベルナビゲータトラベルナビゲータ

ホットスポットコミュニケーション事業

画像配信

モニタリング
倶楽部

モニタリング
倶楽部

携帯電話
画像転送
携帯電話
画像転送 ここNaviここNavi

モバイル
アプリケーション事業

インフラ企画開発インフラ企画開発 コンテンツ課金コンテンツ課金

位置情報ソリューション

DoCoです・Car on iモードDoCoです・Car on iモード

交通関連

【無線LAN系】

赤外通信
業務アプリケーション

企画開発

赤外通信
業務アプリケーション

企画開発

無線LAN/AirCompass
業務アプリケーション

企画開発

無線LAN/AirCompass
業務アプリケーション

企画開発

ネット
広告配信

ネット
広告配信

生活情報

ビーマップの事業領域

当社のビジネス展開

既存のモバイルアプリケーション事業における企画開発・ライセンスが主な収益基盤

既存ビジネスで培った技術・ノウハウに基づき、新たな通信手段に対応したサービスを展開
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ビーマップの事業領域

ビーマップのビジネススパイラル

6つのポイントに力を入れ、2つの事業に相乗効果を発生し、ビジネス機会を拡大。

先駆的な領域に積
極的に取り組む

斬新性

先駆的な領域に積
極的に取り組む

斬新性

3分野（交通関連、位
置情報、画像配信）
と開発／ライセンス
のトータルバランス

3分野（交通関連、位
置情報、画像配信）
と開発／ライセンス
のトータルバランス

ビジネスパートナー
との協業体制

ビジネスパートナー
との協業体制

大手クライアント
という安定した

収益基盤

大手クライアント
という安定した

収益基盤

軽量・高効率な
モバイルソフトウェ

アの開発技術

軽量・高効率な
モバイルソフトウェ

アの開発技術

新しい通信環境に
おけるハイブリッド

サービス立案

新しい通信環境に
おけるハイブリッド

サービス立案

モバイルアプリケーション事業モバイルアプリケーション事業

VoIP技術への取組み

Vodafone、JRなど

画像配信を中心
に収益確保

赤外線関連サービス

ホットスポットコミュニケーション事業ホットスポットコミュニケーション事業
技術・業務提携

（PCI、アクセリスなど）
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ビーマップの主要クライアント・パートナー
各事業分野で大手企業をクライアントとして獲得、安定した顧客基盤およびビジネスパー
トナーとしての良好な関係を構築。

・PHS位置情報システムの開発

・ＧＩＳ系のカスタマイズ

・法人営業部との協業

その他交流実績会社
・ＰＤＡメーカー

・携帯電話向けチップ開発メーカー

・カード会社、決済代行会社

・地図会社

・通信事業会社

無線ＬＡＮにおけるコ
ンテンツ配信システム・
課金システムを提供

交通関連ソフト、
予約補助システ
ム等を提供

遠隔監視カメラ
システムをＮＴＴ
東日本が取次ぎ

Vodafoneの「＠写メー
ル」、「＠ムービー写
メール」を提供・運用

新技術・ライセン
スで新規に提携

赤外通信の短
距離新サービ
スで提携
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第６期（2004年３月期）中間決算の概要第６期（2004年３月期）中間決算の概要
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2004年３月期上半期実績

上半期の主要アクション

５月： アイコン社とワイヤレスプッシュ配信技術で提携５月： アイコン社とワイヤレスプッシュ配信技術で提携 技術・
開発

７月： ワイヤレスジャパン出展、BREW版AirCompass試作（第三世代携帯電話向け）７月： ワイヤレスジャパン出展、BREW版AirCompass試作（第三世代携帯電話向け）

８月：韓国シールトロニック社と提携、出資、業務協力８月：韓国シールトロニック社と提携、出資、業務協力

８月： 10億円の転換社債発行による資金調達８月： 10億円の転換社債発行による資金調達 財務

９月： プラネックスコミュニケーションズと提携、赤外通信を利用したサービスを展開９月： プラネックスコミュニケーションズと提携、赤外通信を利用したサービスを展開
業務・
営業

10月： 米アクセリス社とVoIP技術に関してライセンス提携10月： 米アクセリス社とVoIP技術に関してライセンス提携

11月： 早稲田大学松本教授顧問就任11月： 早稲田大学松本教授顧問就任
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2004年３月期上半期実績

売上高及び損益の推移

売上はモバイルアプリケーション事業を中心に増収傾向を持続

ホットスポットコミュニケーション事業の立上りが遅れ、費用負担が先行している為に損益が圧
迫
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2004年３月期上半期実績

第６期中間業績及び前年同期対比

売上高は、モバイルアプリケーション事業を衷心に昨年より増加

損益面では、ホットスポットコミュニケーション事業/AirCompassの運営コストが費用を押し上げ

第5期中間期 第6期中間期
(2002年9月） (2003年9月） 金額 百分率

売上高 228 295 67 29.3%
売上総利益 86 53 ▲ 33 -38.7%

売上総利益率 37.7% 17.8% - -
販売管理費 119 98 ▲ 21 -17.6%

販売管理費比率 52.3% 33.3% - -
営業損益 ▲ 33 ▲ 46 ▲ 12 36.9%

営業損益率 -14.6% -15.5% - -
経常損益 ▲ 33 ▲ 48 ▲ 15 45.5%

経常損益率 -14.3% -16.1% - -

前年同期比
中間期業績比較 既存事業に加え、新たな

生活情報の開発・運用案
件が売上増に貢献

販管費は、経費節減と
AirCompass研究開発費
の売上原価へのシフトによ
り若干の減少

AirCompassの運用費用が
売上原価にシフトしたため
売上総利益が減少、
全体の利益率は低下傾向

(単位：百万円）
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2004年３月期上半期実績

当社の分野別・収益モデル別売上高推移

交通と画像配信の運用が売上の中軸。また生活情報（広告配信）が加わり売上増加に貢献。

ホットスポットの売上貢献はまだ限定的。ライセンス・ロイヤリティ収入の構成比率はほぼ変化なし。
（単位：円）

分野別
構成比率

ホットスポット
3.0%

その他
10.4%

生活情報
10.9%

画像配信
27.9%

位置情報
3.7%

交通関連
44.1%

85.9%

14.1%

企画開発・運用

ライセンス・
ロイヤリティ

モデル別
構成比率

２００３年３月期中間期 交通 位置 画像配信 生活情報 ホットスポット その他 合計 構成比率
企画開発・運用 124,102,128 4,683,333 32,737,590 15,442,350 - 13,500,000 190,465,401 83.5%
ライセンス・ロイヤリティ 23,762,558 1,185,134 28,620 1,154,600 - 11,470,302 37,601,214 16.5%
合計 147,864,686 5,868,467 32,766,210 16,596,950 - 24,970,302 228,066,615 100.0%

２００３年３月期 交通 位置 画像配信 生活情報 ホットスポット その他 合計 構成比率
企画開発・運用 256,768,041 71,583,822 189,436,357 16,951,550 - 23,421,377 558,161,147 88.3%
ライセンス・ロイヤリティ 46,758,309 2,004,175 83,520 1,154,600 - 24,093,195 74,093,799 11.7%
合計 303,526,350 73,587,997 189,519,877 18,106,150 - 47,514,572 632,254,946 100.0%

２００４年３月期中間期 交通 位置 画像配信 生活情報 ホットスポット その他 合計 構成比率
企画開発・運用 107,913,229 7,988,962 82,368,689 32,117,420 8,768,501 14,298,277 253,455,078 85.9%
ライセンス・ロイヤリティ 22,169,581 3,038,885 48,600 0 0 16,233,342 41,490,408 14.1%
合計 130,082,810 11,027,847 82,417,289 32,117,420 8,768,501 30,531,619 294,945,486 100.0%

・企画開発：コンテンツの内容及び仕様決定による「企画収入」とプログラム開発による「開発収入」および通信事業者の研究所等からの、当社の研究開発に関係する受託開発収入の合計

・運用：データ更新及びサーバ･ネットワークの保守・管理による「運用収入」

・ライセンス・ロイヤリティ：経路探索エンジンの使用、位置情報取得モジュールの提供などの「ライセンス収入」とバナー広告による「ロイヤリティ収入」の合計
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2004年３月期上半期実績

バランスシートの変化とその要因

バランスシート（BS）は、転換社債（CB）発行による調達で資金力が向上

現預金増によって財務体質を強化し、資本提携、開発投資などに使用

第4期 第５期 第6期中間期
(2002年3月） (2003年3月） (2003年9月）

資産合計 958 868 1,810
負債合計 107 86 764
資本合計 851 781 1,045

自己資本比率 88.8% 89.9% 57.8% (単位：百万円）

資産 資本

負債

CBによる
調達部分

2003年3月BS 2003年9月BS

現預金増に
よる財務体
質の強化 資産

資本

負債

バランスシート変化の要因

転
換
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分野別事業内容・業績
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ビーマップ事業内容

ビーマップの事業分野

事業セグメント事業セグメント 事業分野事業分野 業務内容業務内容 事業展開状況事業展開状況

モバイル
アプリケー
ション事業

モバイル
アプリケー
ション事業

交通関連分野交通関連分野

位置情報

システム分野

位置情報

システム分野

-鉄道等交通機関の乗り継ぎ（経路探索）
技術の提供

-ウェブサイトへの提供

-鉄道等交通機関の乗り継ぎ（経路探索）
技術の提供

-ウェブサイトへの提供

-ドコモの位置情報システムの開発運用
-開発キットのSIer、地図会社等へライセ
ンス提供

-ドコモの位置情報システムの開発運用
-開発キットのSIer、地図会社等へライセ
ンス提供

「トラベルナビゲータ」を中心に
企画開発・運用で安定した売上
派生案件の開拓に取り組み

「トラベルナビゲータ」を中心に
企画開発・運用で安定した売上
派生案件の開拓に取り組み

PHS関連のサービスは低下傾
向、今後GIS関連（DoCoです・
Carなど）にシフトを目指す

PHS関連のサービスは低下傾
向、今後GIS関連（DoCoです・
Carなど）にシフトを目指す

ホットスポット
コミュニケー
ション事業

ホットスポット
コミュニケー
ション事業

無線LAN配信イ
ンフラ分野

‐無線LANホットスポットにおけるコンテ
ンツ配信インフラを開発・提供するサー
ビス、業務用パッケージ

‐無線LANホットスポットにおけるコンテ
ンツ配信インフラを開発・提供するサー
ビス、業務用パッケージ

AirCompassを活用する配信エリ
アの拡大、および業務パッケー
ジの企画開発

AirCompassを活用する配信エリ
アの拡大、および業務パッケー
ジの企画開発

近距離通信サー
ビス分野

近距離通信サー
ビス分野

‐携帯電話機の赤外線通信機能を活用
したセールスプロモーションなどを支援
する業務パッケージ提供サービス

‐携帯電話機の赤外線通信機能を活用
したセールスプロモーションなどを支援
する業務パッケージ提供サービス

プラネックスコミュニケーションズ
と共同で顧客開拓、サービス展
開

プラネックスコミュニケーションズ
と共同で顧客開拓、サービス展
開

無線LAN配信イ
ンフラ分野

画像配信

サービス分野

画像配信

サービス分野

生活情報分野生活情報分野 ‐インターネット広告管理システムの開
発・運用

‐インターネット広告管理システムの開
発・運用

2003年9月よりサービス提供開
始、今後安定した収益
2003年9月よりサービス提供開
始、今後安定した収益

‐カメラ付携帯電話の画像転送システム
の開発・運用保守

‐遠隔地カメラ監視のASPサービス

‐カメラ付携帯電話の画像転送システム
の開発・運用保守

‐遠隔地カメラ監視のASPサービス

＠ムービー写メールの運用が安
定した収益貢献、モニタリング倶
楽部は営業力強化中

＠ムービー写メールの運用が安
定した収益貢献、モニタリング倶
楽部は営業力強化中

その他ソフトウェ
ア開発運用
その他ソフトウェ
ア開発運用

‐メール配信ソフトウェア企画開発、携帯
電話向けコンテンツ配信など

‐メール配信ソフトウェア企画開発、携帯
電話向けコンテンツ配信など

個別ニーズに応じたソフトウェア
の企画開発
個別ニーズに応じたソフトウェア
の企画開発
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継続事業の内容　‐モバイルアプリケーション事業-　

交通関連事業モデル

分野別展開 ‐交通関連-

JRグループ

ビーマップ

時刻表情報
配信ソフト

トラベルナビ
開発

＋

時刻表
サーバー
運用保守

ソフト開発・
運用保守

料金

開発委託
時刻表データ

ウェブサイトでの
時刻表検索

（契約／サービス）

（料金）

1.ソフト開発保守

2.携帯検索サービス

（契約／サービス）

（料金）

携帯電話
ﾕｰｻﾞｰ

トラベルナビ
使用料

（￥100/月）

トラベルナビ
利用契約

今後の展開

1.企画開発

−JRトラベルナビのソフトウェア月次保守・更新

−業務系アプリケーションの受注を目指す

−小田急・JALなどの時刻表関連ソフト開発案
件の新規開拓活動

2.ロイヤリティ収入

−携帯電話会社主導の販促活動

現在の事業概要

1.ソフトウェア企画開発

－JRグループよりトラベルナビゲータのソフトウェ
ア開発・運用保守を受注。

2.ロイヤリティ収入

携帯電話からのトラベルナビ検索にサービス
を提供｡登録したユーザーが支払う利用料の
一部がビーマップのロイヤリティ収入。

携帯電話3社

交通
新聞社

トラベルナビ
ロイヤリティ

トラベルナビ
ソフト使用料

トラベルナビ時刻表情報配信

インターネット
検索サイト
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継続事業の内容　‐モバイルアプリケーション事業-　

分野別展開 ‐位置情報-

現在の事業概要
1.ソフトウェア企画開発運用
−NTT DoCoMoのPHS位置情報ソフトウェアの　開発・
運用保守。

－ドコモマシンコムの「ＤｏCｏです・Ｃａｒ」の開発、カスタ
マイズを受注。

2.ライセンス収入
−位置情報DLLのSI業者向けライセンス販売。
−PDAにPHS位置情報ソフト「ここNavi」をバンドル提供。
−PHS位置情報ソフト「ここNavi」をソフト販売サイト経由
で販売。

今後の展開

1.ソフトウェア開発保守

－NTT DoCoMoから継続的な受注が見込まれる。

－「ＤｏCｏです・Ｃａｒ」を活用した各種システム開発を継
続的に受注する。

2.ライセンス収入

－DLL販売について積極的な販売活動を実施する。

PHS/携帯端末
ﾕｰｻﾞｰ

ビーマップ

PHS
位置情報

ソフト

位置情報
サーバー位置情報

DLL

ソフト送信・
サーバー保守

位置情報DLLラ
イセンス販売

位置情報
ソフトウェア

位置情報ソフト
「ここNavi」
バンドル

ソフト
ウェア

バンド
ル料金

DLL
ライセンス料

（契約/サービス）

（料金）

1.ソフト開発保守

2.位置情報DLL/ソフトウェア販売

（DLL)

（料金）

位置情報事業モデル

位置情報ソフト開発委託
NTT DoCoMo

位置情報
サービス契約ソフト開発・運用保守料金

位置情報取得

SI業者ソフト
ウェア
料金

ソフト販売
サイト

PDAメーカー
（NEC、カシオ）
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継続事業の内容　‐モバイルアプリケーション事業-　

分野別展開 ‐画像配信-

DoCoMo、ａｕ
ユーザー

事業概要

システム企画開発運用
− ボーダフォンの写メール、ムービー写メール

をNTT DoCoMo、ａｕなどの携帯ユーザーに
送信する際の変換システム（@sha-mail）の
開発・運用保守を受託。

今後の展開

システム企画開発運用
− 今後もボーダフォンより継続的な@sha-mail

及び画像関係のシステム開発・運用保守が
見込める。

− 同様のシステムニーズ掘り起しによる展開
を模索する。

ビーマップ

（契約/サービス）

（料金）

1.ソフト開発保守 @sha-mail 事業モデル

写メール
ユーザー

Vodafone

写メール
サーバー

システム開発・運用保守料金

@sha-mailシステム
開発・運用保守委託

写メールURL
送信

サーバー保守

写メール送信
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継続事業の内容　‐モバイルアプリケーション事業-　

分野別展開 ‐画像配信-

ビーマップ

モニタリング
ASP機能

ウェブ
サーバー

カメラ/
カメラサーバー

メガチップス
日本ビクター

日立
（カメラ機器
　ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ）

仕入代金

直販（カメラ機器販売／レンタル／ASP契約）

カメラ機器代金／
ASP料（￥2,300/台、￥500/ユーザー）

遠隔カメラによるモニタリング

事業概要

ASPサービス

－インターネット／ウェブカメラを活用し遠隔地
を監視するシステムをASPサービスとして、
月額￥2,300/カメラ1台、￥500/ユーザーで
提供。

－販売は直販に加え、販売提携先のNTT東日
本による取次営業。

モニタリング倶楽部 事業モデル

（契約/サービス）

（料金）

1.ソフト開発保守

ユーザー
（主に法人）

NTT東日本
（販売取扱）

今後の展開

－ 直販に加えNTT東日本による取次営業。

－自社の営業力も強化する方針。
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新事業の内容　‐モバイルアプリケーション事業-　

分野別展開 ‐生活情報-

生活情報事業モデル

インターネット
ユーザー

メール広告
クライアント

サービスと料金の流れ

（契約/サービス）
（料金）

ビーマップ

広告

広告
広告

新聞社、
広告代理店などの

レップ事業

クリック数ベースの
運用費

広告出稿

広告配信

事業概要

システム開発運用

－ 読売新聞社のメルマガ配信ソフトの
開発と運用。読売新聞社とは既に安
定した取引関係を確立。

－ 新規に新興広告代理店等の広告配
信システムの開発運用を受託。安定し
た運用収益が見込める。

今後の展開

システム開発運用

－配信システム保守・運用については、
読売新聞社・広告代理店と継続的な
取引が見込める。

－今後のメール広告需要の展開を見
守りつつ、現段階では現状維持。同様
の案件があった場合には、既存システ
ムを基に効率的に対応。
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新規事業の内容　‐ホットスポットコミュニケーション事業-

‐無線LANコンテンツ配信-

無線LANコンテンツ配信（AirCompass）事業モデル

新規CP

提携CP

提携CA

新規CP

提携CP

無線LAN
倶楽部

ﾈｯﾄﾜｰｸ網
（NTT-BP）コンテンツ配信

サーバー

（物理的には
NTT-BP）

認証
サーバー

京王

京急

他鉄道会社

空港

自動車

街中ﾎｯﾄｽﾎﾟｯﾄ

無線LAN
ﾈｯﾄﾜｰｸ網A

無線LAN
ネットワーク網Ｂ

無線LANエリア

インターネット網

ビーマップ
AirCompass

無線LAN

配信システム

NTT-BPと契約、接続料　¥1000～2000/月

コンテンツ提供者

新聞、動画など

①ビーマップと契約、コンテンツ受信料（従量制）

②料金の一定料率を
コンテンツ提供者へ

③料金の一定料率%を鉄道会社
へ

ユーザー

ダウンロード

（将来）

コンテンツの流れ

契約/料金の流れ

（無線LAN接続）

（コンテンツ料）

事業概要

‐NTT-BP無線LAN倶楽部が2002年12月20日
より有料サービスを本格開始。

‐コンテンツ配信についてはユーザーはビーマッ
プと直接契約し、配信料をビーマップに支払
い、その配信料をコンテンツ提供者、鉄道会
社、NTT-BP、ビーマップで分配。ビーマップ
の粗利率は10％程度。

今後の展開

‐NTT-BPはNTT-MEなどのNTTグループ他社
との接続提携を進めており、これにより他の
接続エリアでもコンテンツ配信が可能となる。

‐その他無線LAN事業者に対しても配信システ
ムの提供を予定。

‐コンテンツ提供者は現在営業部門が順次開
拓中。PDAメーカー NTT Docomo東芝シャープカシオSONY

P
D

A
購

入

④残額を
ＢＰと分配

(現在）
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新事業の内容　‐ホットスポットコミュニケーション事業-

分野別展開 ‐赤外線等近距離通信関連-

事業概要

‐無線LAN通信機能、携帯電話の
赤外線通信機能を利用し、駅や
ショッピングモール、レストランな
ど人の集まる場所において、決
済・ポイント・クーポンなどをプッ
シュ配信する。

今後の展開

‐プラネックスコミュニケーションズ、
ＮＴＴグループ他と提携し、コンビ
ニ、小売業、飲食店チェーンなど
の顧客を開拓中。

‐Bluetooth、非接触ICタグ等、２次
元バーコード他の近距離通信サー
ビスへの応用。

レストランなど

無線LAN
アクセスポイント

無線LAN

ﾎﾟｲﾝﾄｶｰﾄﾞ登録
店舗情報配信
ｸｰﾎﾟﾝ、抽選

商品情報配信
店内
カメラ

ショッピングモール

店舗内部

Ir多機能ルータ
決済・ﾎﾟｲﾝﾄ・ｸｰﾎﾟﾝ配布

多機能ルータを活用したソリューションサービス



BeMap Confidential Proprietary 24

第６期（2004年３月期）下半期の
事業戦略

第６期（2004年３月期）下半期の
事業戦略
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第６期下半期事業戦略

2004年３月期通期業績目標

生活情報関連の売上貢献により増収を見込む一方で、AirCompass費用負担のため収益性は低下
赤外線関連サービスは事業展開に注力するが、不確定要素も多いため売上予想には組み込まず
損益レベルでは黒字回復が当期の目標

第4期通期実績 第5期通期実績 第6期通期予想
(2002年3月） (2003年3月） (2004年3月）

売上高 512 632 800 168
売上総利益 160 217 227 10

売上総利益率 31.3% 34.3% 28.4% -
販売管理費 126 271 197 ▲ 74

販売管理費比率 24.6% 42.8% 24.6% -
営業損益 34 ▲ 54 30 84

営業損益率 6.6% -8.5% 3.8% -
経常損益 48 ▲ 56 30 86

経常損益率 9.4% -8.8% 3.8% -

前年同期比

画像配信を中心にモバイ
ルアプリケーションの顧客
開拓に注力
また生活情報の運用で安
定した売上が見込める

ホットスポット事業の運用
コスト負担のため、全体の
売上総利益率は低下傾向

販管費は、営業力強化し
つつ継続的に経費節減に
努める

営業利益、経常利益での
黒字回復を目指す
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第６期下半期事業戦略

2004年３月期通期業績目標

モバイルアプリケーション事業では、主軸分野を中心に売上・利益の向上を目標とする
ホットスポットコミュニケーション事業では、AirCompassの収益性を確保することが課題

2004年3月期売上構成予想2004年3月期売上構成予想

34%25%

23%

8%

3%

7%

モバイル
アプリケーション事業

モバイル
アプリケーション事業

ホットスポット
コミュニケーション事業

ホットスポット
コミュニケーション事業

売上高：800百万
経常利益：30百万
当期純利益：30百万

交通関連

画像配信
位置情報

生活情報

その他

交通関連、画像配信、
生活情報を中心に売
上・利益を向上

位置情報の収益性
確保が課題

AirCompass関連事
業での収益性の向
上

現時点では、赤外線
関連サービスの売上
は予想に含めず
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第６期下半期事業戦略

事業戦略、重点課題　-モバイルアプリケーション事業-

ジェイアール東日本に提供中のトラベルナビゲータの運用・ロイヤルティの収益を継続
的に確保

ＪＲ東日本　基幹業務への積極的な展開

ジェイアール東日本に提供中のトラベルナビゲータの運用・ロイヤルティの収益を継続
的に確保

ＪＲ東日本　基幹業務への積極的な展開

交
通
関
連

交
通
関
連

「ＤｏCｏです・Cａｒ」位置情報に関わる業務系開発・カスタマイズによるビジネスの拡大

収益性を確保するための事業展開の見直し

「ＤｏCｏです・Cａｒ」位置情報に関わる業務系開発・カスタマイズによるビジネスの拡大

収益性を確保するための事業展開の見直し

位
置
情
報

位
置
情
報

画
像
配
信

画
像
配
信

携帯電話向け静止画・動画配信システムの運用・機能追加などで安定した収益を確保

ボーダフォンネットワークを活用した、機能拡張などの案件の開拓

ASP「モニタリング倶楽部」の積極販売による収益向上

携帯電話向け静止画・動画配信システムの運用・機能追加などで安定した収益を確保

ボーダフォンネットワークを活用した、機能拡張などの案件の開拓

ASP「モニタリング倶楽部」の積極販売による収益向上

9月から提供を開始したインターネット広告配信システムの運用の安定収入化　　　　　9月から提供を開始したインターネット広告配信システムの運用の安定収入化　　　　　
生
活
情
報

生
活
情
報

そ
の
他

そ
の
他

シールトロニック社とのアライアンスによる、国内での著作権保護ビジネスへの展開

米アクセリス社とライセンス提携によるVoIP技術のビジネス化

シールトロニック社とのアライアンスによる、国内での著作権保護ビジネスへの展開

米アクセリス社とライセンス提携によるVoIP技術のビジネス化

（注）VoIP：Voice over Internet Protocolの略、IP電話などのネット音声交換の基幹技術
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第６期下半期事業戦略

事業戦略、重点課題　‐ホットスポットコミュニケーション事業-

ＮＴＴ－ＢＰ、鉄道会社との協力による「無線ＬＡＮ倶楽部」の会員ユーザー増加

「無線LAN倶楽部」で提供するモバイルコンテンツの多様化、ダウンロードの促進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第三世代携帯電話の普及に合わせたAirCompassの携帯電話向けコンテンツ配信対応の機能拡張

ＮＴＴ－ＢＰ以外の通信事業会社に対するコンテンツ配信インフラとしての「AirCompass」の提供、それに伴う開発・カ

スタマイズ・運用収益の獲得

固定費として発生しているAirCompassシステム運用コストの管理、業務効率化

ＮＴＴ－ＢＰ、鉄道会社との協力による「無線ＬＡＮ倶楽部」の会員ユーザー増加

「無線LAN倶楽部」で提供するモバイルコンテンツの多様化、ダウンロードの促進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第三世代携帯電話の普及に合わせたAirCompassの携帯電話向けコンテンツ配信対応の機能拡張

ＮＴＴ－ＢＰ以外の通信事業会社に対するコンテンツ配信インフラとしての「AirCompass」の提供、それに伴う開発・カ

スタマイズ・運用収益の獲得

固定費として発生しているAirCompassシステム運用コストの管理、業務効率化

無
線L

A
N

配
信
イ
ン
フ
ラ

無
線L

A
N

配
信
イ
ン
フ
ラ

プラネックスコミュニケーションズ及びＮＴＴグループと協力したパッケージソフトのサービス化、赤外線及び近距離無

線通信機器・アプリケーション開発

割引クーポン配布による販促、携帯電話予約・決済などのパイロットサービスの実施、事例づくり

営業ネットワークの確保、そのための提携先との協力関係の強化・新たな提携先の開拓

外
線
関
連

ー

赤
外
線
関
連
サ

プラネックスコミュニケーションズ及びＮＴＴグループと協力したパッケージソフトのサービス化、赤外線及び近距離無

線通信機器・アプリケーション開発

割引クーポン配布による販促、携帯電話予約・決済などのパイロットサービスの実施、事例づくり

営業ネットワークの確保、そのための提携先との協力関係の強化・新たな提携先の開拓

赤

サ

ビ
ス

ー
ビ
ス
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　‐子会社設立に関する補足資料-

米国アクセリス社に関して

―米国アクセリス社が保有する特許の特徴―

要約
　　　インターネットに接続できない通常の電話機を使用し、アナログ信号をＩＰパケットに変換する装置を使って距離や料

金を気にせず会話ができる。

影響の範囲
　　　・インターネットを使うことにより長距離電話サービスを提供している電話会社。
　　　・ＶｏＩＰ関連の機器を製造・販売している会社。

アクセリスの特許関連スケジュール
　　１９９６年２月に米国で出願
　　１９９７年２月に日本で出願　国内でも最も早いVoIPに関しての出願（弊社での調査）
　　２００２年８月に米国で成立
　　２００３年２月　日本で審査請求

その他　米国での代表的なＶｏＩＰ特許に関して
　　１９９６年１１月出願　ＭＣＩ（現在のＭＣＩワールドコム）　
　　　　１９９９年２月に成立
　　１９９７年３月出願　ベル・アトランティック（現在のベライゾン・コミュニケーションズ）
　　　　２００１年３月に成立

※アクセリスの特許は１９９６年２月出願と先願性に優位性がある。ソフトバンクの特許出願は１９９８年。
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ご質問・お問い合わせ

本日はありがとうございました。

株式会社ビーマップ
〒114-0002
東京都北区王子１－６－８　安田生命王子ビル
社長室　IR担当　（上野、酒井）
ＴＥＬ０３－３９１９－４３９１　ＦＡＸ０３－３９１９－４４３５
E-mail:ir@bemap.co.jp

この資料に掲載されている見通し、その他今後の予測・戦略などに関わる情報は、本資料の作成時点において、当社が合理的に入手可能な情
報に基づき、通常予測し得る範囲で為した判断に基づくものです。しかしながら現実には、通常予測しえないような特別事情の発生または通常予
測しえないような結果の発生等により、本資料記載の見通しとは異なる結果を生じるリスクを含んでおります。

当社と致しましては、投資家の皆様にとって重要と考えられるような情報について、その積極的な開示に努めて参りますが、本資料記載の見通し
のみに全面的に依拠してご判断されることはくれぐれもお控えなられるようお願い致します。

なお、いかなる目的であれ、当資料を無断で複写複製、または転送などを行わないようにお願い致します。
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